
内
で
の
事
例
紹
介
や
詳
し
い
情
報
を
聞
け

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
「
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
」
の
計
画

認
定
制
度
や
補
助
事
業
等
に
よ
る
支
援
を

通
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
現
場
へ

の
実
装
や
み
ど
り
戦
略
の
実
現
に
向
け
た

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
３

　
令
和
６
年
12
月
10
日
に
沖
縄
県
内
に
お

い
て
、
農
業
経
営
の
高
度
化
と
ス
マ
ー
ト

化
の
推
進
、
そ
し
て
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
（
み
ど
り
戦
略
）
の
実
現
に
向

け
た
環
境
に
や
さ
し
い
技
術
の
普
及
拡
大

を
目
的
に
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
４
in
沖
縄
」
を
開
催
し
、
92

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
社
会
実
装
を
目
指
し
九
州
・
沖
縄

地
域
で
取
り
組
ま
れ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
実

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
事
例
や
、
民
間

事
業
者
の
皆
様
か
ら
県
内
で
の
普
及
が
見

込
め
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等
の
紹
介
、

農
林
水
産
省
職
員
に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
活
用
促
進
法
」
の
説
明
に
加
え
、

み
ど
り
戦
略
実
現
に
向
け
た
環
境
に
や
さ

し
い
技
術
の
普
及
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
み
ど
り
戦
略
関
係
技
術
等
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
っ
た
り
、
民
間
事

業
者
が
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
等
の
現
物
を

展
示
し
、
参
加
者
に
よ
り
詳
細
な
説
明
を

行
う
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
や
み
ど

り
戦
略
の
理
解
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
多
く
の
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」、「
県

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
船
舶
船
員
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

　
令
和
６
年
12
月
19
日
、
沖
縄
地
方
交
通

審
議
会
（
会
長 

上
原 

義
信
）
か
ら
沖
縄

総
合
事
務
局
長
（
三
浦
　
健
太
郎
）
に
対

し
て
「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木
船

運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅
客
運

送
業
最
低
賃
金
」
の
改
正
に
関
す
る
答
申

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
船
員
の

最
低
賃
金
に
お
い
て
答
申
ど
お
り
の
改
正

を
決
定
し
、
令
和
７
年
３
月
下
旬
に
発
効

す
る
予
定
で
す
。

　
船
員
の
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
の

特
例
規
定
に
よ
り
、
業
種
・
航
行
区
域
・

総
ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣
ま

た
は
地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で
決

定
さ
れ
ま
す
。
沖
縄
管
内
適
用
分
（
当
局

長
決
定
）
と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、「
海

上
旅
客
」
の
２
業
種
で
あ
り
、
職
員
（
船

長
や
機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、
部
員

（
職
員
以
外
）
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正
後
の
最
低
賃
金
額

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、
内

航
鋼
船
及
び
海
上
旅
客
と
も
に
令
和
７
年

３
月
12
日
か
ら
改
正
発
効
さ
れ
、
局
長
等

決
定
の
最
低
賃
金
は
各
地
方
運
輸
局
等
に

お
い
て
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 船

員
の
特
定
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

〜 

一
律
、沖
縄
管
内
の
船
員
が

　 

月
額
９
，０
０
０
円
の
引
き
上
げ 

〜

「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
in
沖
縄
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

民間事業者によるスマート
農業技術等紹介の様子

講演の様子

スマート農業
技術活用促進法
について
（農林水産省HP）

みどりの食料
システム戦略とは
（農林水産省HP）

仕
事
の窓窓

No.5農林水産部

仕
事
の窓窓

No.6運輸部

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【発効日：令和７年３月下旬予定】

業　種　別 職　種　等 最低賃金額
（改正前の額）

267,950 円
（258,950 円）
251,500 円
（242,500 円）
209,350 円
（200,350 円）
200,050 円
（191,050 円）

264,750 円
（255,750 円）
201,900 円
（192,900 円）

9,000 円
（3,48％）
9,000 円
（3.71％）
 9,000 円
（4.49％）
9,000 円
（4.71％）

9,000 円
（3.52％）
9,000 円
（4.67％）

引き上げ額
（増加率）

沖縄内航鋼船運航業
及び木船運航業

職員

部員

部員（海上経歴３年未満）

職員

部員

若年職員（特定の養成施設課程を
修了し勤務期間が短い者）

沖縄海上旅客運送業

（すべて月額）

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の
選定地区をご紹介します

交流会での石破総理との歓談の様子
（左：糸満市地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会　右：島袋みさえ氏）

受賞団体と江藤農林水産大臣、伊東内閣府特命担当大臣の記念撮影
（左：糸満市地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会　右：島袋みさえ氏）

にんじん収穫体験の様子 農道の草刈り作業にて、
子供達もゴミ拾い作業に参加

受賞記念撮影

　
内
閣
官
房
及
び
農
林
水
産
省
は
、
「
強
い
農

林
水
産
業
」
、
「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」

の
実
現
に
向
け
て
、
農
山
漁
村
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
や
、
所
得
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
優
良
事
例
を
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
と
し
て
選
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
有
識
者
懇
談
会
に
お
い

て
、
全
国
応
募
総
数
４
９
６
件
か
ら
30
地
区
が

選
定
さ
れ
、
沖
縄
県
内
か
ら
は
「
糸
満
市
地
域

農
地
・
水
・
環
境
保
全
管
理
協
定
運
営
委
員
会

」
と
「
島
袋
み
さ
え
」
氏
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
７
年
１
月
７
日
に
官
邸
で
開
催
さ
れ

た
交
流
会
に
出
席
し
、
総
理
や
農
林
水
産
大
臣

等
の
出
席
者
に
対
し
て
、
取
組
内
容
を
紹
介
す

る
等
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
活
動
当
初
は
農
地
周
辺
や
水
路
、
土
地
改
良
施

設
の
維
持
管
理
活
動
を
土
地
改
良
組
合
員
（
農

家
）の
み
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
地

域
住
民
や
企
業
団
体
、
教
育
機
関
を
巻
き
込
ん
だ

活
動
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
県
内

大
学
と
連
携
し
、
地
元

小
学
校
へ
の
出
前
講
座

や
生
き
物
調
査
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

幅
広
い
活
動
を
展
開
し

て
、
次
世
代
へ
の
農
村

環
境
教
育
及
び
地
域
文

化
の
伝
承
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
取
組
（
情
報
発
信
）
、
家
族
や
仲

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
農
業

体
験
を
通
じ
て
、
地
産
の
野
菜
（
ニ
ン
ジ
ン
、
イ
モ

等
）
の
消
費
拡
大
、
農
業
へ
の
関
心
向
上
、
食
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
が
開
発

し
た
Ｅ
Ｆ
ポ
リ
マ
ー
を

畑
に
施
用
し
、
土
壌
の

保
水
力
・
保
肥
力
の
改

善
に
活
用
す
る
な
ど
先

進
的
な
栽
培
方
法
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
内
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
事

例
の
中
に
は
、
全

国
で
選
定
さ
れ
た

取
組
以
外
に
も
優

れ
た
取
組
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
沖
縄

独
自
の
特
徴
あ
る

取
組
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
「
沖

縄
総
合
事
務
局

『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
』
」

と
し
て
、
「
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
大
嶺

フ
ァ
ー
ム
」
を
選
定
し
、
令
和
７
年
１
月
20
日

に
選
定
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
大
嶺
フ
ァ
ー
ム

は
、
有
機
肥
料
を
使
用
す
る
環
境
保
全
型
農
業

に
よ
り
マ
ン
ゴ
ー
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
直
売
所
と
パ
ー
ラ
ー
を
併
設
し
た
農
園
内

で
ス
イ
ー
ツ
を
飲
食
で
き
る
ほ
か
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
も
あ
り
、
農
業
と
観
光
の
融
合
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
元
農
家
と
連
携
し
、
マ
ン
ゴ
ー

の
規
格
外
品
を
消
費
者
の
要
望
に
応
え
る
形
で

６
次
産
業
化
商
品
と
し
て
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
、
研
修
生

と
し
て
若
者
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
村
振
興
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
６
５
２

第
11
回

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
村
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

糸
満
市
地
域
農
地
・
水
・
環
境
保
全
管
理
協
定
運
営
委
員
会
　

〜
高
め
よ
う 

地
域
協
働
の
力
！
〜

島
袋
み
さ
え
（
読
谷
村
）　

〜
農
業
は
永
遠
の
課
題
、
人
を
動
か
す
（
考
え
方
、
体
、
心
）
〜

沖
縄
版
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
を
選
定
！

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
大
嶺
フ
ァ
ー
ム
（
宮
古
島
市
）

仕
事
の窓窓

No.4農林水産部
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